
応募シート（別紙様式【公表面】） 

 

米沢市ＳＤＧｓ「わたしのなせばなる」を紹介します 

企業・団体名 置賜建設株式会社 

代表者氏名 川野敬太郎 

関係するＳＤＧｓの目標（ゴール）に○を書いてください。（複数選択可） 
①貧困 

 

 

 

②飢餓 
 

 

 

③保健 
 

 
◯ 

④教育 
 

 
◯ 

⑤ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 
 

 

 

⑥水･衛生 
 

 
◯ 

⑦ｴﾈﾙｷﾞｰ 
 

 

 

⑧経済成長･ 
雇用 

 

◯ 

⑨ｲﾝﾌﾗ・産業
化・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 

 

◯ 

⑩不平等 
 

 

 

⑪持続可能な
都市 

 

◯ 

⑫持続可能な
生産と消費 

 

◯ 

⑬気候変動 
 

 

◯ 

⑭海洋資源 
 

 

◯ 

⑮陸上資源 
 

 

◯ 

⑯平和 
 

 

◯ 

⑰実施手段 
 

 

  

取組のタイトル 

置賜建設の取り組みとＳＤＧｓの紐づけ 

取組の説明 ※ＳＤＧｓの各ゴールの達成にどのように貢献するかなどを記載してください。 

※欄が不足する場合や写真・画像がある場合は任意様式（Ａ４タテ）で提出してください。 

置賜建設の取り組み 

〇 災害（地震、豪雨災害）時の緊急対応、またはその体制づくり 

※災害対策功労者への感謝状を頂いております（令和３年） 

 

～包摂的で安全かつ強靱(レジリエント)で持続可能な都市及び⼈間居住を実現する〜 

13.1すべての国々において、気候関連災害や自然災害に対する強靱性（レジリエンス）及び適応力を強化する。 



〇 ボランティア活動として河川堤防の草刈りやゴミ拾いの実施（年２回） 

※山形県県土づくり感謝状を頂いております（令和３年） 

 
11.7 2030年までに、女性、子ども、高齢者及び障害者を含め、人々に安全で包摂的かつ利用が容易な緑地や

公共スペースへの普遍的アクセスを提供する。 

 

〇 各現場において、清掃活動の実施や近隣地区のおまつりへの協賛、近隣の小学校の子どもた

ちを対象とした現場見学会・イベント等の実施 

※例：弊社現場ホームページ参照（ https://kikuta-oitama.amebaownd.com ） 

 

4.4 2030年までに、技術的・職業的スキルなど、雇用、働きがいのある人間らしい仕事及び起業

に必要な技能を備えた若者と成人の割合を大幅に増加させる。 

 

 

https://kikuta-oitama.amebaownd.com/


〇 健康経営の実施（健康づくりチャレンジシートの活用、健康セミナー等の取組） 

 

 

 



※６年連続で健康経営優良法人（中小企業法人部門）の認定を受けております 

 

〇 安全・衛生活動の実施 

月１回のパトロール活動、年１回の安全大会の実施及びパンフレットの作成 

（交通安全についてなどにも言及し、安全意識の高揚を図っております） 

  

3.6 2020年までに、世界の道路交通事故による死傷者を半減させる。 

3.9 2030年までに、有害化学物質、ならびに大気、水質及び土壌の汚染による死亡及び疾病の件数を大幅に減

少させる。 

 

〇 「安全衛生ハンドブック」「ＢＣＰ（環境・セキュリティ）ハンドブック」を作成し、社員教育を行っ

ております（適時改訂）。化学物質のリスクアセスメントやハラスメント防止の項目なども記載。 

      

4.7 2030年までに、持続可能な開発のための教育及び持続可能なライフスタイル、人権、男女の平等、平和及

び非暴力的文化の推進、グローバル・シチズンシップ、文化多様性と文化の持続可能な開発への貢献の理解

の教育を通して、全ての学習者が、持続可能な開発を促進するために必要な知識及び技能を習得できるよう

にする。 

8.8 移住労働者、特に女性の移住労働者や不安定な雇用状態にある労働者など、すべての労働者の権利を保護

し、安全・安心な労働環境を促進する。 

12.8 2030年までに、人々があらゆる場所において、持続可能な開発及び自然と調和したライフスタイルに関

する情報と意識を持つようにする。 

 

 

 



〇 河川工事工区内の生態系の調査・把握、豪雨災害や民間油漏れ事故への対応 

    

6.3 2030年までに、汚染の減少、投棄廃絶と有害な化学物や物質の放出の最小化、未処理の排水の割合半減及

び再生利用と安全な再利用の世界的規模での大幅な増加により、水質を改善する。 

6.6 2020年までに、山地、森林、湿地、河川、帯水層、湖沼などの水に関連する生態系の保護・回復を行う。 

13.1すべての国々において、気候関連災害や自然災害に対する強靱性（レジリエンス）及び適応力を強化する。 

13.3気候変動の緩和、適応、影響軽減及び早期警戒に関する教育、啓発、人的能力及び制度機能を改善する。 

 

〇 ＩＣＴ技術の積極的活用、並びにコンクリート構造物（橋梁やトンネル）補修・補強工事に対

する技術の研鑽、設備の強化 

 

※弊社現場ホームページ参照 

ＩＣＴ施工の取組（ https://www.genbaconnect.com/genbaweb/yasuharajouryu/torikumi.html ） 

コンクリート補修・補強の取組（ https://kansiki.oitama.co.jp ） 

  

9.1 すべての人々に安価で公平なアクセスに重点を置いた経済発展と人間の福祉を支援するために、地域・越

境インフラを含む質の高い、信頼でき、持続可能かつ強靱(レジリエント)なインフラを開発する。 

9.4 2030年までに、資源利用効率の向上とクリーン技術及び環境に配慮した技術・産業プロセスの導入拡大を

通じたインフラ改良や産業改善により、持続可能性を向上させる。すべての国々は各国の能力に応じた取組

を行う。 

 

https://www.genbaconnect.com/genbaweb/yasuharajouryu/torikumi.html
https://kansiki.oitama.co.jp/

